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寒
さ
も
日
ご
と
に

増
し
て
き
ま
し
た
。

皆
様
体
調
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
12
月
20
日
に

開
催
さ
れ
た
「
第
38

回
集
ま
れ
！
わ
く
わ

く
ひ
ろ
ば
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
学
習
会
で

は
、
社
会
生
活
は
女

性
無
く
し
て
は
成
り

立
っ
て
い
な
い
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

女
性
部
の
一
員
と
し

て
、
そ
し
て
現
場
で

未
来
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
達
と
接
す
る

一
教
員
と
し
て
、
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
こ

と
は
何
だ
ろ
う
…
と

考
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
三
木
先

生
講
師
の
「
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
楽
し

む
科
学
工
作
」
で

は
、
折
り
紙
や
画
用

紙
な
ど
、
学
校
に
あ

る
身
近
な
も
の
で
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
作
っ
て

飛
ば
し
た
り
、
コ
マ

を
作
っ
て
回
し
た

り
、
参
加
し
た
大
人

も
子
ど
も
も
夢
中
に

な
っ
た
約
１
時
間
で

し
た
。

　

い
よ
い
よ
３
学

期
。
学
級
の
子
ど
も

と
過
ご
す
時
間
も
残

り
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
学
級
で
も

一
緒
に
工
作
し
た
り

遊
ん
だ
り
す
る
時
間

を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
１月１月

日
々
の
業
務
を
こ
な
す

の
は
難
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

現
在
の
学
校
へ
勤
務

と
な
り
、
加
配
が
あ
る

恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。

教
員
が
多
い
と
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
尽
く
せ

る
力
が
何
倍
に
も
で
き

る
、
と
今
の
職
場
で
毎

日
の
よ
う
に
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
学
校
へ

の
支
援
が
少
し
で
も
手

厚
く
な
れ
ば
い
い
な
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
途
中
か
ら
働

き
始
め
ま
し
た
。
自
分

の
人
生
の
中
で
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。
憧

れ
て
い
た
教
員
と
い
う

仕
事
は
想
像
以
上
に
大

変
な
反
面
、
や
り
が
い

と
い
う
言
葉
が
と
て
も

合
う
職
業
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

初
任
校
で
の
勤
務

は
、
周
囲
の
方
に
支
え

ら
れ
こ
の
職
に
つ
い
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
心

か
ら
思
え
た
ほ
ど
楽
し

く
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。
そ
の
反
面
、
課
題

や
反
省
点
に
気
づ
く
間

も
な
い
ほ
ど
の
日
々
の

業
務
の
多
さ
に
圧
倒
さ

れ
て
い
た
な
と
も
思
い

ま
す
。

　

今
思
え
ば
あ
れ
で
良

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
年
度
途
中
で
の
交

代
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
前
任
の
方

の
引
き
継
ぎ
だ
け
で
は

や
り
が
い
あ
る
仕
事

や
り
が
い
あ
る
仕
事

支
え
る
教
員
加
配
を

支
え
る
教
員
加
配
を

ガーベラガーベラ
だよりだより

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
開
戦
日
の
前
日
に
あ

た
る
12
月
７
日
、
子
ど

も
と
教
科
書
大
阪
ネ
ッ

ト
な
ど
の
実
行
委
員
会

が
山
田
朗
明
治
大
学
教

授
の
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
（
以
下
、
講
演
要

旨
）。

　

日
清
戦
争
（
１
８
８

４
年
）
で
台
湾
の
植
民

地
支
配
が
始
ま
る
。

「
ロ
シ
ア
脅
威
論
」
か

ら
軍
備
拡
張
と
対
外
膨

張
政
策
が
始
ま
る
が
、

吹
き
込
ん
だ
の
は
世
界

で
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策

と
対
立
し
て
い
た
イ
ギ

リ
ス
。
日
本
は
日
英
同

盟
（
軍
事
同
盟
１
９
０

２
年
）
を
結
び
軍
備
拡

張
・
兵
器
体
系
の
質
的

転
換
（
戦
艦
建
造
＝
英

国
製
）
を
進
め
た
。

植
民
地
支
配
が

国
内
暴
力
を
生
む

　

戦
争
が
植
民
地
支
配

を
生
み
、
戦
争
と
植
民

地
支
配
が
国
内
暴
力
を

生
む
。
韓
国
併
合
の
１

９
１
０
年
、
日
本
国
内

で
は
大
逆
事
件
、
初
期

社
会
主
義
運
動
大
弾
圧

事
件
で
幸
徳
秋
水
が
処

刑
さ
れ
る
。
大
逆
と
は

天
皇
に
危
害
を
加
え
る

罪
。
第
一
次
世
界
大
戦

が
「
総
力
戦
」
と
な

り
、
外
的
に
備
え
る
と

と
も
に
「
内
敵
」（
思

想
敵
）
が
問
題
と
な
る

（
ス
パ
イ
防
止
は
対
外

的
な
事
で
は
な
く
国
内

の
問
題
）。
権
力
に
服

従
し
な
い
人
々
を
「
非

国
民
」
と
す
る
。
大
国

化
・
植
民
地
支
配
が
人

々
の
価
値
観
を
蝕
ん
で

い
く
。
教
育
に
よ
り

「
帝
国
意
識
」
＝
大
国

意
識
・
排
外
主
義
を
刷

り
込
み
、
日
清
戦
争
・

日
露
戦
争
・
韓
国
併
合

が
「
成
功
事
例
」
と
な

る
。戦

後
の
平
和
主
義

そ
の
発
展

　

平
和
主
義
思
想
の
基

礎
は
、
あ
ま
り
に
も
無

残
で
膨
大
な
死
。
日
本

軍
戦
没
者
の
60
％
以
上

は
餓
死
。
民
間
人
の
犠

牲
者
は
最
後
の
１
年
に

集
中
。
こ
の
犠
牲
へ
の

悔
恨
・
反
省
が
平
和
を

構
築
し
た
。
膨
大
な
人

命
の
喪
失
が
、
残
さ
れ

た
人
々
の
絶
望
と
苦
難

を
起
こ
し
た
。
加
害
と

被
害
が
生
み
出
し
た
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
。

　

戦
後
日
本
の
平
和
主

義
、
憲
法
９
条
を
支
え

る
も
の
は
、「
戦
争
記

憶
の
継
承
」
に
基
づ
く

戦
争
や
軍
事
的
な
る
も

の
へ
の
拒
絶
意
識
で
あ

り
、
人
命
と
人
権
を
結

ん
だ
平
和
主
義
が
戦
後

日
本
の
原
点
で
あ
る
。

９
条
解
釈
も
深
化
し
、

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
違

憲
判
決
（
08
年
名
古
屋

高
裁
）
は
、
他
国
が
行

う
戦
争
へ
の
協
力
（
戦

争
加
害
へ
の
加
担
）
も

９
条
１
項
違
反
と
認
定

し
た
。「
平
和
的
生
存

権
」（
日
本
国
憲
法
前

文
）
の
具
体
的
権
利
性

を
認
め
た
。

戦
争
を
容
認
す
る

価
値
観
克
服

　

差
別
・
格
差
・
暴
力

の
容
認
が
戦
争
を
容
認

す
る
価
値
観
を
育
て

る
。
加
害
（
対
外
暴
力

・
対
内
暴
力
）
の
記
憶

の
継
承
を
阻
害
す
る
の

が
歴
史
修
正
主
義
。
歴

史
修
正
主
義
・
陰
謀
史

観
は
、
排
外
主
義
と
連

動
し
、
加
害
責
任
（
対

外
暴
力
と
対
内
暴
力
）

を
隠
蔽
し
て
い
る
。

　

大
阪
労
連
・
大
阪
市

地
区
協
議
会
は
12
月
12

日
26
春
闘
学
習
＆
団
結

望
年
会
を
開
き
、
清
水

た
だ
し
元
衆
議
院
議
員

が
講
演
・
情
勢
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
で
ス
ー
パ

ー
で
は
「
値
引
き
シ
ー

ル
」
が
張
ら
れ
る
の
を

待
つ
行
列
が
出
来
て
い

ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

を
引
き
継
ぐ
高
市
自
民

・
維
新
政
権
で
は
国
民

生
活
は
よ
く
な
り
ま
せ

ん
。
①
消
費
税
減
税

（
１
０
３
カ
国
・
地
域

が
実
施
）、
②
賃
金
引

上
げ
（
ド
イ
ツ
の
最
低

賃
金
は
２
４
０
０
円
）、

③
年
金
底
上
げ
が
必
要

で
す
。
補
正
予
算
で
防

衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％

と
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
要
求
通
り

に
３
・
５
％
に
す
る
と

21
兆
円
、
医
療
・
介
護

・
生
活
保
護
18
兆
円
を

上
回
り
ま
す
。「
死
の

商
人
国
家
」
に
な
り
ま

す
。
憲
法
９
条
を
「
お

花
畑
」
と
言
う
人
に

「
焼
け
野
原
に
泣
く

ぞ
」と
言
い
ま
し
ょ
う
。

　

社
会
主
義
者
を
名
乗

る
市
長
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
誕
生
し
ま
し
た
。

資
本
主
義
の
矛
盾
が
誰

の
目
に
も
明
ら
か
に
な

り
、
超
富
裕
層
に
負
担

を
求
め
る
大
き
な
う
ね

り
が
起
こ
り
、
新
し
い

年
を
迎
え
ま
す
。
労
働

者
を
大
切
に
し
な
い
政

治
を
変
え
る
労
働
組
合

の
役
割
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
運
動
の
キ

　

南
京
大
虐
殺
、
軍
慰

安
婦
は
な
か
っ
た
と
す

る
否
定
論
。「
共
産
主

義
者
が
日
本
を
戦
争
に

追
い
込
ん
だ
」
と
す
る

「
共
産
主
義
の
陰

謀
」。「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

は
知
っ
て
い
て
わ
ざ
と

真
珠
湾
攻
撃
を
や
ら
せ

た
」、「
日
本
も
ド
イ
ツ

も
ユ
ダ
ヤ
人
の
策
動
に

よ
っ
て
『
悪
者
』
に
さ

れ
た
」。

　

い
ま
、
平
和
主
義
に

根
差
し
た
民
主
主
義
の

構
築
、
そ
の
た
め
の
歴

史
認
識
・
歴
史
教
育
が

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

政
令
市
関
係
教
組
交

流
会
が
12
月
６
日
、
７

日
広
島
市
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
札
幌
、
仙

台
、
横
浜
、
川
崎
、
浜

松
、
名
古
屋
、
京
都
、

大
阪
、
堺
、
神
戸
、
広

島
、
北
九
州
が
参
加

し
、
大
阪
市
教
は
３
人

参
加
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
改
正
さ
れ
た

「
給
特
法
」
に
よ
る

「
学
級
担
任
手
当
」
は

対
応
が
分
か
れ
ま
し

た
。
〇
国
準
拠
で
学
級

担
任
３
千
円
の
み
。
〇

チ
ー
ム
担
任
制
を
採
用

し
て
い
る
学
校
に
は
担

任
全
員
に
支
給
。
〇
特

別
支
援
学
級
担
任
、
養

護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、

主
幹
教
諭
も
含
め
１
５

０
０
円
支
給
。

　

一
方
で
、
神
戸
市
は

担
任
に
「
準
ず
る
校
務

を
担
当
す
る
教
員
」

（
全
教
員
）
に
「
担
任

手
当
」
を
給
与
の
０
・

５
％
支
給
、「
教
員
特

別
手
当
」
を
０
・
５
％

減
額
し
ま
す
。

　

堺
市
は
通
常
学
級
、

支
援
学
級
、
支
援
学
校

の
担
任
、主
任
等（
６
年

間
の
期
限
付
）
に
も
３

０
０
０
円
支
給
し
ま
す
。

　

大
阪
市
は
既
報
の
様

に
学
級
担
任
に
限
ら
ず

「
校
務
を
分
掌
す
る
教

育
職
員
」
に
１
２
０
０

円
支
給
し
ま
す
（
義
務

教
育
等
教
員
特
別
手
当

減
額
）。

　

横
浜
市
は
小
学
校
１

年
生
か
ら
学
力
テ
ス
ト

を
実
施
、
広
島
市
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
「
備
品
扱

い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

テ
ー
マ
で
、
課
題
や
運

動
を
交
流
し
ま
し
た
。

戦争・植民地支配・国内暴力
（治安維持法）

加害の記憶継承 平和の創造

ー
ワ
ー
ド
は
〝
楽
し

く
〟
で
す
。

　

大
阪
市
教
三
木
書
記

局
次
長
が
給
特
法
・
残

業
代
ゼ
ロ
の
継
続
、
学

級
担
任
に
限
ら
ず
「
校

務
を
分
掌
す
る
教
育
職

員
に
加
算
」
を
実
現
し

た
た
た
か
い
を
報
告
し

ま
し
た
。

あ
か
ん
カ
ジ
ノ

あ
か
ん
カ
ジ
ノ

大
阪
大
阪  

壊
す
な

壊
す
な

　

「
あ
き
ら
め
へ
ん
で

あ
か
ん
や
ろ
カ
ジ
ノ
女

性
パ
レ
ー
ド
」（
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
お
さ

か
、「
あ
か
ん
！
カ
ジ

ノ
」
女
性
ア
ピ
ー
ル
主

催
）
が
12
月
13
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
阿
波

座
公
園
に
集
合
し
て
な

ん
ば
ま
で
御
堂
筋
を
パ

レ
ー
ド
。

　

違
法
で
あ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
カ
ジ
ノ
に
よ
っ
て

若
者
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
が
問
題
に
な
っ
お

り
、
税
金
で
カ
ジ
ノ
を

作
ろ
う
な
ん
て
お
か
し

い
！
カ
ジ
ノ
の
利
益
は

業
者
が
吸
い
上
げ
る
。

犯
罪
が
増
え
大
阪
の
街

が
壊
れ
ま
す
。
そ
ん
な

カ
ジ
ノ
に
、
住
民
の
合

意
も
な
い
ま
ま
、
税
金

を
使
お
う
と
し
て
い
る

維
新
政
治
を
終
わ
ら
せ

な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

お
か
し
い
こ
と
に
は

お
か
し
い
と
声
を
上
げ

よ
う
と
、
銀
杏
舞
い
散

る
御
堂
筋
を
サ
ッ
ク
ス

の
音
を
響
か
せ
て
訴
え

歩
き
ま
し
た
。

担
任
手
当 

対
応
様
々

政
令
市
交
流
会

Ｎ
Ｙ
市
長
に
社
会
主
義
者

労
働
組
合
の
役
割
大
き
く

団結望年会


